
<図表> 内容：

近年、慢性疾患（睡眠時無呼吸症候群、腸疾患など）に悩
む患者が増加傾向にある。このような疾患の診断、評価には、
病院での検査や入院が必要となる。患者から発生する生体
音響（いびき、腸音など）の発生機構を考慮すれば、生体音
響には疾患に関連する情報が含まれていると考えられる。
生体音響はマイクロフォンや電子聴診器などを用いて手軽
に獲得することができるので、本研究では、これらの生体音
響の解析をもとに、慢性疾患の診断支援を行うことを目的と
している。生体音響解析には一般的に長時間にわたって録
音した生体音響信号を使用するため、生体信号処理等の技
術を応用して、慢性疾患の定量的自動診断支援システムの
開発を行っている。本研究の進展により、患者に負担を与え
ることなく、手軽に病状の経時的変化を記録観察でき、在宅
医療分野にも応用可能な非接触診断支援システムが期待さ
れる。
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図１ いびき音測定準備の様子

図2 腸音測定準備の様子
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